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 １ 論文題目（英文の場合は，和訳を付記すること） 
      テラヘルツ分光の高度化に関する研究：                 
      超集束効果を用いた電気光学サンプリングの高感度化                                      
      およびシリカガラスのテラヘルツ帯光学特性                                   
 
















目指し、THz波の(i) 光源技術、(ii) 検出器技術、(iii)伝送・制御技術、(iv) THz帯光学
材料の研究開発に総合的に取り組んでいる。筆者はこのうち、(ii) 検出器技術と(iv) THz
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晶の屈折率が変化する効果（EO 効果)を利用しており。光伝導アンテナと比べて素子作
製が容易であり、壊れにくく、THz波の広帯域検出特性に優れているという利点がある。








合 LN 素子)を利用した。金属導波路構造としては、筆者らが「V 溝」と呼ぶ形状のテー
パー付金属平行平板導波路と平行平板導波路が結合したものを用い、平行平板導波路の




















れている。しかし、OH基濃度と THz帯の光学特性、すなわち屈折率と吸収の相関関係                                            
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を詳細に調べた研究はこれまで報告されていなかった。そこで筆者はさまざまな製造方
法のシリカガラスを用意し、シリカガラスの THｚ帯光学特性を調べ OH 基濃度と THz
帯の屈折率および吸収係数との相関関係について調べた。その結果、シリカガラスの THz
帯の屈折率および吸収係数は OH 基濃度と強い相関があり、OH 基濃度からシリカガラ
スの THz帯の屈折率および吸収係数が精度良く推定できることが分かった。                                                   
                                         
                                                                                
                                             
                                         
                                                 
                                               
                                                  
                                            
                                                  
                                         
                                               
                                                  
                                                
                                                
                                              
                                                
                                            
                                                
                                         
                                             
                                          
                                              
                                          
                                              
                                              
                                             
                                         
                                            
 
